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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一連の政府による経済政策や日銀による金融政策を背景に、

企業業績や雇用環境の改善が見られました。一方、中国や新興国経済の減速の影響や、英国の欧州連合（EU）から

の離脱決定など、引続き不透明な状況が続いております。

 当社グループの主たる事業領域である医療関連業界におきましては、社会保障・税の一体改革で描かれた平成37

年（2025年）の医療・介護の将来像の実現に向けて、医療行政は医療機関に対して機能分化を推し進める医療制度

改革の舵取りを行っております。その様な背景の下、平成28年度診療報酬改定は、一般病棟７対１入院基本料の要

件厳格化や医療機関の機能分化、在宅医療の充実を重視した改定内容となりました。

 このような事業環境のもと、医療機関向けのパッケージ販売を主としたデータネットワークサービスにおいて

は、DPC分析ベンチマークシステム「EVE」の累計導入数が779病院と、大規模なDPC実施病院のベンチマークデータ

を保有するにいたりました。

 また、病院向け経営支援システム「Medical Code」の累計導入数は208病院となりました。

 新規事業として、デジタル健康ソリューション「エースビジョン」を導入した病院が発行する診療情報統合IDカ

ード「CADA」に、決済機能を付加することにより、医療費決済サービスの実証実験を開始しました。10月から医療

費専門の決済事業へ本格的に進出しております。患者にとって、長い支払いの待ち時間がなくなるうえ、自己負担

分の医療費後払いが可能となるサービスであり、子会社CADA株式会社にて行っております。

 主として製薬会社向けのデータ利活用サービスにおいては、診療データ分析ツール「MDV analyzer」の利用社数

が、13社となりました。医療関連業界においてもビッグデータの活用が注目されている中、当社が保有する大規模

診療データベースについて、2016年9月末現在で、実患者数が全日本国民の8人に1人に相当する1,597万人となりま

した。

 これら大規模診療データベースの利活用サービスは、製薬会社や研究機関、OTC・H&BC企業に留まらず、新たに

インシュアランス業界に向けてサービスを開始しております。

 これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,732,208千円となり、売上総利益は1,419,696千円となり

ました。

 販売費及び一般管理費については、1,295,975千円となりました。その結果、営業利益が123,721千円となりまし

た。

 営業外損益については、営業外収益として受取利息等を計上し、営業外費用として主に株式交付費償却等を認識

したことにより、経常利益が122,219千円となりました。

 特別損失として固定資産除却損を計上したことにより、税金等調整前四半期純利益は122,015千円となりまし

た。

 法人税、住民税及び事業税を41,503千円計上し、法人税等調整額を4,763千円計上した結果、親会社株主に帰属

する四半期純利益は75,749千円となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

１．資産、負債及び純資産の状況

（資産）

 当第３四半期連結会計期間末の資産残高は、2,943,686千円となりました。

 内訳として、流動資産は2,428,689千円、固定資産は、511,922千円、繰延資産は3,074千円となりました。

（負債）

 当第３四半期連結会計期間末の負債残高は、363,819千円となりました。

 内訳として、流動負債は343,137千円、固定負債は20,681千円となりました。

（純資産）

 当第３四半期連結会計期間末の純資産残高は、2,579,866千円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、平成28年８月８日の「連結決算への移行に伴う通期連結業績予想の公表に関する

お知らせ」で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。

 

 （４）事業等のリスクに関する説明

 当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、及び、前事業年度の決算短信に記載した事

業等のリスクについての重要な変更は以下のとおりであります。 

 なお、本項記載のうち将来に関する事項は、本書提出日現在において当社グループが判断したものであります。
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１．個人情報の保護、顧客情報の保護について

当社グループは、多数の医療機関・製薬会社・個人に対してサービスを提供しております。提供に際して、顧

客より、要配慮個人情報である診療情報等の機密情報を受け取る場合があり、その取扱いには、現時点で考えう

る最善の情報セキュリティ管理策を講じるとともに、各担当者が細心の注意を払い運用しております。しかしな

がら、機密情報の流出等の重大なトラブルが当社グループで発生した場合には、当社グループの社会的信用は低

下し、お客様に対する賠償責任が発生する可能性があり、その場合、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性

があります。当社グループは、個人情報を含む情報資源に関して、個人情報保護法等の関連規制を遵守しながら

その管理体制を整備しておりますが、今後個人情報保護法の改廃や新たな法的規制が設けられる場合や個人情報

をめぐる社会情勢の変化、関係官庁等の対応の厳格化等により対応が必要な場合には、当社グループの事業及び

業績に影響を及ぼす可能性があります。

 

２．決済事業における貸倒れについて

当社グループでは、医療費専門の決済事業を営んでおります。債権の貸倒れによる損失に備えるための必要額

を計上しておりますが、景気の変動、顧客の信用状況の変化、その他の事由により、貸倒損失、または貸倒引当

金繰入の負担が増加し、当社グループの事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 なお、第２四半期連結累計期間より、重要性が増したことに伴い、CADA株式会社を連結の範囲に含めておりま

す。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

   該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

  （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

   法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

  報告第32号 平成28年６月17日）を第２四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以降に取得した建物附

  属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

   なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。

 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

  （単位：千円） 

  当第３四半期連結会計期間 
(平成28年９月30日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 1,904,963 

売掛金 453,950 

原材料 12,908 

その他 56,872 

貸倒引当金 △5 

流動資産合計 2,428,689 

固定資産  

有形固定資産 117,493 

無形固定資産 206,423 

投資その他の資産 188,005 

固定資産合計 511,922 

繰延資産 3,074 

資産合計 2,943,686 

負債の部  

流動負債  

買掛金 51,868 

未払法人税等 7,012 

その他 284,257 

流動負債合計 343,137 

固定負債  

資産除去債務 18,628 

その他 2,053 

固定負債合計 20,681 

負債合計 363,819 

純資産の部  

株主資本  

資本金 917,406 

資本剰余金 1,502,126 

利益剰余金 160,644 

自己株式 △311 

株主資本合計 2,579,866 

純資産合計 2,579,866 

負債純資産合計 2,943,686 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

  （単位：千円） 

 
 当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年９月30日) 

売上高 1,732,208 

売上原価 312,512 

売上総利益 1,419,696 

販売費及び一般管理費 1,295,975 

営業利益 123,721 

営業外収益  

受取利息 189 

その他 336 

営業外収益合計 526 

営業外費用  

支払利息 20 

株式交付費償却 2,007 

営業外費用合計 2,027 

経常利益 122,219 

特別損失  

固定資産除却損 204 

特別損失合計 204 

税金等調整前四半期純利益 122,015 

法人税、住民税及び事業税 41,503 

法人税等調整額 4,763 

法人税等合計 46,266 

四半期純利益 75,749 

親会社株主に帰属する四半期純利益 75,749 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

  （単位：千円） 

 
 当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 75,749 

四半期包括利益 75,749 

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 75,749 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間（自 平成28年１月１日 至 平成28年９月30日） 

 当社グループは、医療データネットワーク事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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